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１．目的  

 近年，インフラ構造物の老朽化に伴い補修・補強に関する工法が重要視されており，なかでもトンネルに

おける覆工の補修・補強・修繕工法に対して注目が集まっている．トンネルを対象としたそれらの工法のう

ち連続繊維を用いる工法としては，アラミド繊維などが多く用いられている．今回，新しい連続繊維として

玄武岩を主成分とするバサルト繊維をネット状（以下ＢＦＮと表記）およびプレート状（以下ＢＦＰと表記）

に加工した成型品を用いたトンネル覆工剥落防止工法について，剥落防止性能の性能確認結果報告を行う． 

 

２．工法概要 

 本工法の概略を図－１および写真－１に示す1)2)．合わせて使用材料の一覧を表－１に，施工フローを図２

に示す．このような構成を持つ工法であることから，覆工の剥落防止機能を発揮するためには，①ＢＦＰに

よる下地への定着強度（接着強さ）が十分であること，②ＢＦＮの引張強度が高いこと，の２点が重要であ

ることから，性能確認試験を行った． 

 

３．試験概要  

３．１．ＢＦＮの接着強さ試験 

ＢＦＮの接着強さ試験は，JIS A 5371に規定された無筋コンクリート平板に図－２の施工フローに従って

本工法を施工する．なお，施工面は乾燥状態と湿潤状態（半水中浸漬）とした．この試験体を室温下にて７

日間養生した後，コンクリートカッターを用いて40mm×40mmの大きさでコンクリート平板に達するまで切り 

込みを入れる．引張試験用鋼製アタッチメントを接着し，簡易型引張試験機を用いて接着強さを測定した． 
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写真－１ 施工状態 
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下地 プライマー

図－１ 概略図（施工断面）

表－１ 使用材料
使用材料 概要

ＢＦＰ
幅=50mm、厚み=2mm

引張強度：1000N/mm2以上

ＢＦＮ
幅=1000mm
目合い：25mm

プライマー
(ボンドユニエポ０１)

１液無溶剤型
エポキシ樹脂系含浸プライマー

接着剤
(ボンドＥＢ１)

２液型パテ状
エポキシ樹脂系接着剤

下地処理

プライマー塗布

接着剤塗布

アンカー打設

ネット貼付け

プレート貼付け

固定金具取り付け

図－２ 施工フロー
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３．２．ネット引抜き試験 

 ＢＦＮの引抜試験は，ネット工法の引抜試験方法（案）3)を参照し，図－２の施工フローから，アンカー

打設工程を省いた形で試験体の作製を行った．ネット引抜試験の概略を図－３に示す． 

 

４．試験結果 とまとめ 

 ＢＦＰの接着強さ試験の結果を表－２に，ＢＦＮの引抜試験の結果を表－３および図－４に示す． 

 ＢＦＰの接着強さ試験においては，乾燥状態・湿潤状態ともに下地コンクリートが破壊したことから，十

分な接着強さを有していることが確認された．また，ＢＦＮの引抜試験においては，最低でも４.７ｋＮの引

抜強さを示し，変位も３０ｍｍ以上と良好な結果を得ることができた．また，その際の破壊状態がＢＦＮの

一部破断とＢＦＰがコンクリート母材を破壊しながら剥離していたことからも十分な接着強度とＢＦＮの高

い引張強さが確認された． 

 以上のことから，本工法はトンネル覆工の剥落防止工法として十分な性能を有することが確認された．な

お，実際の施工においては固定金具も併用することから，更なる性能の向上も期待できると考える． 
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ＢＦＰ
ＢＦＮ

図－３ ネット引抜き試験の概要

接着強さ（Ｎ／ｍｍ２）

乾燥下地 湿潤下地

１
２
３
４
５

4.85
4.88
5.41
3.86
4.52

4.81
3.54
4.15
4.51
4.29

平均 4.71 4.26

表－２ 接着強さ試験結果

引抜き強さ
（Ｎ）

最大強度時変位
（ｍｍ）

１
２
３

4,832
4,700
5,014

37.1
31.6
41.0

平均 4,849 36.6

表－３ ネット引抜き試験結果
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図－４ ネット引抜き試験結果
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